
 

ｐ  

※南生協病院外来に、健診の空き状況を掲示しました。 

   別紙 健診ドックセンターニュース参照 

 

●日本人はピロリ菌感染による胃がんの発生が多く、感染している親からの感染

で若い方にも、ピロリ菌による胃がんの発生があります。 

 また、胃粘膜の萎縮の状態検査と併せて、今後の治療に役立てます。 

●対象：40 才～59 才までの名古屋市にお住まいの（住民票のある）方 

   ※今までにピロリ菌の除菌治療・胃の手術を受けた方や 

胃等の治療中の方は受けられません。 

※名古屋市の制度を利用する場合は、1 人 1 回だけ受けられます。 

●検査方法：採血による検査        

●自己負担：500 円  ＊免除制度あり 

お申し込み・お問い合わせは、総合病院 南生協病院 コープ健診ドックセンターまでお願いします  

052-625-0489（平日 10 時～16 時 30 分、土 10 時～11 時 30 分） 

～かなめ病院・診療所でも可能です～ 

名古屋市民 または上記以外の方  

●名古屋市民 20 才～39 才の方は 

ピロリ菌検査（無料）制度あり 

●自費料金：組合員 4600 円（税込） 

未加入者 6300 円（税込）

で検査することが可能です。 

ピロリ菌検査 

ペプシノゲン

(胃粘膜萎縮)検査 
＊2 つとも血液検査 

BCD 群判定の場合 

精密検査（胃カメラ）

を医療保険で実施し 

ます。 

＊自己負担あり 

胃カメラで異常ある場合 

ピロリ菌の除菌治療（内 

服）を医療保険で実施し 

ます。 

＊自己負担あり 

A 群 

（胃がんリ

スクは低い）

判定の場合 

精密検査は 

必要なし 

●40 才～ １年に 1 回 

レントゲンによるバリウム検査、 

50 才～ 2 年に 1 回胃カメラ検

査を受けて、胃がんを早期に発見

しましょう。 

（名古屋市胃がん検診の場合） 
＊南医療生協は毎年の検診をおすすめ 

しています。 


